
第 3 章 騒 音

第 僅 節 騒 音 の 現 況

1 概 要

騒音は 、 各種公害の なかでも 日常生活にかかわ り が深 く 発生源 も工場騒音、 建設作業騒音 、 交通

騒音、 そ の他生活騒音等多種多様であ る こ と か ら 、 騒音に関する苦情は 、 公害苦情件数のなかで悪臭

に次いで多 く 、 昭和60年度の騒音苦情は 28件で全体の 18%を 占めてい る 。

2 各種騒音測定圀査結果

( 1 ) 自動車騒音調査

環境週間 ( 6 月 5 日 ~ 1 1 日 ) の行事の一つ と して 、 鳥取市 6 地点 、 倉吉市 3 地点 、 米子市 6 地点

及び境港市 3 地点。十 1 8地点に おいて 自動車騒音測定を し 、 併せて交通量 (原付自動二輪車以上) を

崗査 した o (表89) ◎
こ の調査は騒音に係る環境基準に基づ く 測定方法で行い その中央値の平均値を見れば〉鳥取市

範~72ホ ン(A) 、 倉吉市66~67 ホ ン(斜、 米子市63~72 ホ ン毯)、 境港市57~65 ホ ン(A)であ り 、 鳥取市の

県庁前、 大村薬局前及ひ米子市の米子駅前を除いて環境基準相当 と みな さ れる値に不適合であるが

騒音規制法第 1 7条に規定す る 指定地域内におけ る 自動車騒音の限度と比較する と各市と も限度以下

であ っ た 。

( 2 ) 環境騒音実態淵査

昭和印年度中に 、 騒音規制法に基づ く 規制地域の指定を行 ってい る 4 市 (32地点) 及ひ港湾埋立

事業に伴 う 騒音監視地点 1 市 ( 8 地点 ) 。十 4 市 (40地点) で実施 した澗査の結果は表90の と お り で

あ る 。

崗査結果を見る と環境基凖A に相当す る地域 (主と して住居の用 に供さ れる地域) 及ひ環境基隼

B に相当する地域 (相当数の住居と併せて商業 、 工業等の用に供 さ れる地域) では環境基準相当の

適合率まそれぞれ44%及ひ 74%であ っ 者こ 。 "
また 、 道路に面する地域と面さ ない地域で見て も 、 道路に面する地域での環境基準相当の適合率

31 % 、 そ の う ち 、 A相当類型では朝 昼 ･ 夕 夜間は 、 それぞれ 0 % 0 % 1 0% 30% 、 B相当

類型では朝 昼 夕 夜間は 、 それぞれ50% 50% 50% 60%であ っ た 。

道路に面さ な い地域の適合率は84% 、 そ の う ち 、 A相当類型では朝 昼 夕 夜間は 、 そ れぞれ

67% ･ 83% 83% ･ 58% 、 B相当類型では 100 %であ っ た 。 こ の よ う に道路に面する地域での適合

率が悪いが しか しいずれの地域に おいて も騒音規制法第 1 7条に規定する 自動車騒音の限度を ほ と

ん ど満足 し ている 。

- 9 0 -



T 表89 昭和6鮮度環境週間行事こ お ける 自動車騒音測定結果
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測 定 地 点 所 在 地

道 路 が

有 す る

車 線 数

自 動 車 騒 音 昭 和 5 6 年 ~ 6 0 年 の 経 年 変 化 ( 平 均 値 )

騒 音 レ ベ ル

〔中央値ホ ン 毯D

環境基準相当値

〔中央値ホ ン毯) 〕

相当 と み
な さ れる

地 域 の適否環境基準相当
自動車騒音
の 限 度

〔中央値ホ ン仇D

区域の

区 分

自 動 車 騒 音 〔 中 央 値 ホ ン仇) 〕
総 車 両 通 過 台 数 ( 大 型 車 )

( 台 / 1 0分 間 )

最高値 最低値 平均値
相当 と み
な さ れる

地 域

区域の

区 分 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度

鳥取市

鳥 取 駅 前 永薬温泉町
2 車 線
を こ え る

6 7 6 5 6 6 B 6 5 以 下 × 第 3 種 8 0 6 6 6 7 6 6 6 6 6 6 1 33 ( 1 7 )
※

7 1 (8 ) 1 40 ( 1 4 ) 133 ( 1 4) 1 70 ( 1 4)

日 交 旅 行
セ ン タ ー 苗

末広温泉町
2 車 線
を こえ る

7 4 7 0 7 2 イン メソ × メソ " 6 9 7 0 6 9 7 0 7 2 206 ( 1 7 )
※

78 (5 ) 2 05 ( 1 3 ) 1 65 ( 1 2 ) 1 95 ( 1 7 )

県 庁 前 東 町
｢2 車 線
を こ える

6 6 6 3 6 5 ズソ メソ ○ メソ ノン 6 4 6 4 6 4 6 4 6 5 1 33 ( 1 3 ) 145 ( 1 8) 1 52 ( 1 4) 1 43 ( 1 6) 1 1 3 ( 18 )

大 村 薬 局 前 片 原 2 車 線 6 7 6 1 6 5 たり ○ 7 5 6 6 7 0 6 6 6 5 6 5 1 50 ( 4 )
※

6 1 (0) 1 38 (3) 1 32 (2 ) 130 (2 )

鳥 取 警察署附近
(漁連会館 ) 青 葉 町 2 車 線 6 9 6 7 6 8 A 5 5 以 下 × 第 2 種 7 0 7 1 7 0 7 1 7 0 6 8 308 (23 ) 283 (29 ) 295 ( 1 8) 280 (20) 220 (1 7 )

面 谷 外 科 附 近 吉 方 町
2 車 線
を こ え る

6 9 6 4 6 6 6 0 以 下 × 7 5 6 7 6 8 6 7 6 8 6 6 1 80 ( 1 5 ) 1 83 ( 1 7) 1 89 ( 1 7) 1 85 ( 1 3 ) 136 ( 1 2 )

米子市

米 子 駅 前 明 治 町
2 車 線
を こ え る

6 5 6 1 6 3 B 6 5 以 下 ○ 第 3 種 8 0 6 9 6 8 6 4 6 5 6 3 1 88 ( 20 ) 1 1 7 (4) 1 1 8 (6) 1 38 (5 ) 1 20 ( 1 9 )

中 国 電 力 前 加 茂 町
2 車 線
を こ え る

6 9 6 7 6 8 × 7 2 7 1 7 1 7 2 6 8 365 (5 3 ) 256 (33 ) 246 (33 ) 234 (3 1 ) 24 0 (36 )

米 子 市 公会堂前 角 盤 町
2 車 線
を こ え る

7 0 6 7 6 9 × 7 2 7 3 6 9 7 0 6 9 36 1 ( 43 ) 302 ( 3 1 ) 3 1 3 (35) 333 (3 3) 3 30 (35)

消 防 署 附 近
(理容セ ンス前 )

富 士 見 町
2 車 線
を こ え る

6 9 6 7 6 8 メソ × 6 9 6 6 6 8 6 9 6 8 242 (23 )
※

1 27 (5 ) 247 ( 1 4 ) 25 5 ( 1 3 ) 255 ( 1 9 )

鳥 取 銀 行
米 子 支 店 前

西 福 原
2 車 線
を こ え る

7 4 6 9 7 2 メソ × 7 3 7 0 7 1 7 3 7 2 349 (43 )
※

205 ( 1 2) 347 ( 27) 358 (28) 367 (30 )

隠 樹 建 築
事 務 所 前

米 原
2 車 線
を こ え る

7 3 6 9 7 1 A 6 0 以 下 × 第 2 種 7 5 6 7 6 8 6 9 6 9 7 1 264 ( 32 )
※

1 75 ( 1 2) 366 (35 ) 3 1 4 ( 26) 343 (3 0)

倉吉市
旧 打 吹 駅 前 明 冶 町 2 車 線 6 7 6 5 6 6 B 6 5 以 下 × 第 3 種 " 6 8 7 0 6 8 7 0 6 6 1 2 1 ( 8 ) 94 (7 ) 1 0 1 (6) 1 08 (6 ) 1 0 1 (8)

倉 吉 駅 前 通 り 上 井
2 車 線
を こ え る

7 1 6 1 6 7 メソ × 8 0 6 9 6 8 7 0 7 1 6 7 23 1 (20 ) 258 ( 16 ) 238 ( 1 7) 208 ( 1 4 ) 200 ( 14)

宮川町 ロ ー タ j ー 宮 川 町
2 車 線
を こ え る

6 8 6 3 6 7 " × 7 0 6 8 6 8 6 9 6 7 2 1 5 ( 1 0 ) 1 90 (7) 2 1 0 (6) 208 (6) 1 83 ( 1 0)

境港市
鳥 取 銀 行
境 港 支 店 前 上 道 町 2 車 線 6 9 6 2 6 5 A 5 5 以 下 × 第 2 種 7 0 6 8 6 6 6 8 6 8 6 5 1 02 ( 1 2 ) 1 1 6 ( 1 0) 1 1 1 ( 1 1 ) 1 1 1 ( 1 5 ) 1 1 8 ( 1 5 )

境 港 公 民 館 前 湊 町 2 車 線 6 5 6 2 6 3 ′′ メ′ × メノ れソ 6 4 6 4 6 3 6 4 6 3 1 06 ( 1 3 97 (9 1 00 ( 1 1 ) 1 1 2 ( 1 3) 1 07 ( 1 2)

※ 1 山陰合同銀行
境 西 支 店 前 外 江 町 2 車 線 6 2 5 3 5 7 × 6 1 5 5 6 0 5 7 5 7 54 (5 52 (3 64 (8) 62 (5 67 (4

5 6

央 値 ホ

5 9

(注) 測定値は午前 8 時か ら午後 4 時までの 2 時間お き 5 回の測定

適否と は環境基準のあてはめを行 っ た場合の判定

※印は 、 片側車線の車両台数

※ 1 は昭和56年ま では中国電気工事境港出張所前
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表90 昭和60年度 環境騒音調査結果
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第 2 節 騒 音 の 防止対策

法 ･ 条例 に よ る規制

( 1 ; 騒音に係 る環境基準

公害対策基本法第 9 条の規定に基づ く 、 隠騒音に係る環境基準｣ に ついては 、 昭和46年 5 月 25 日

付け閣議決定に よ り 騒音に係る 環境上の条件について生店環境を保全 し 、 人の健康の保護に資す る

上で、 維持さ れ る こ と が望ま し い基準 (以下 ｢環境基準｣ と い うJ と して定め られてい る 。 (表 9 1 )

な お 、 当環境基準は 、 地域の類型あてはめ制を と っ てい る が 本県に おいては 、 昭和61年 3 月 3 1

日現在、 地域の類型あてはめ は行 ってい な い 。

環境基隼は 、 地域の類型及ひ時間の区分 こと に次表の基準値の欄に掲げる と お り と する 。

表9 1 騒音に係 る環境基隼 (昭和46年 5 月 25 日 閣議決定)

l 時 間 の 区 分 -

地域の類型 朝 . タ ー 夜 間 ー 該 当 地 域I 昼 間 朝 . 夕 1 夜 間

A A 45 ホ ン毯)以下

A 即 ホ ン仇以下 } 4鮴独似刊 40 ホ ン仇以下

(注) 1 A Aを あてはめ る地域は療養施没が集合 して没置 さ れる地域な ど と く に静穏を要する地域

と す る こ と 。

2 A を あてはめ る地域は主 と し て住居の用に供 さ れる地域とす る こ と 。

3 B を あてはめる 地域は相当数の住居と併せて商業、 工業等の用 に供さ れる地域とす る こ と 。

た た し 、 次表に掲げる 地域に該当する地域 (以下 ｢道路に面する 地域｣ と い う ) に ついては

その環境基準は上表によ らず次表の基準値の欄に掲げる と お り と する 。
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約
時 間 の 区 分

地 域 の 区 分 恒 間 ! 朝 夕 ; 夜 間昼 間 朝 ･ 夕 l 夜 間

A地域の う ち 2 車線を有する 道路に面する地域 55 ホ ン (A ) 以下 50 ホ ン毯)以下 45 ホ ン (A) 以下

A地域の う ち 2 車線を超え る 車線を有する道路面 ; 6o ホ ン (A) 以下 戸5ホ ンa)以下 晦o ホ ン (A) 以下する 地域

B地域の う ち 2 車線以下の車線を有する道路に面す 1 65 ホ ン (A) 以下 60 ホ ン毯)以下 ! 55 ホ ン (A ) 以下
る地域 - , .

B 地域の う ち 2 車線を超える 車線を有する道路に面 ー 65 ホ ン鍵以下 65 ホ ン(A) 以下 60 ホ ン (A) 以下
す る地域

備考 車線と は 1 縦列の 自動車が安全かつ円滑に走行する た めに必要な一定の幅員を有する帯状の

車道部分を い う 。
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表92 『般的 な騒音 レベル

ホ ン 状 況

1 4 0 極度の聴力障害

1 3 0 最大可麻限界

1 2 0 飛行機のエ ン ジ ンの近 く

1 1 0 自動車の ク フ ク シ ョ ン 、 船の機関室内

1 0 0 高速列車の近傍

9 0 組立工場、 やかま し い地下鉄

8 0 交通のはげ しい交差点

7 0 電。舌のベル ( l m )

6 0 会 。舌 ( 1 m ) 、 一般の事務室内

5 0 普通の事務室 、 静かな住宅地

4 0 静かな図書館

3 0 深夜 、 フ ジ オ ･ プ レ ビ放送のス ダ ジ オ 内

2 0 人の さ さ や き

1 0 木の葉の音

0

難

聴 作 会

業 。舌

惹 能 了

率 解

起 の の

低 低

下 下

( 2 ) 騒音規制法

騒音規制法では 、 騒音を防止す る こ と に よ り生活環境を保全すべき地域を知事が指定 し (法第 3

条第 1 項 ) 、 こ の指定地域内 に あ る工場 事業場にお ける事業活動に伴 う騒音 (法第 2 条第 1 項及

び第 2 項 ) 、 建没工事に伴 っ て発生する 騒音 (法第 2 条第 3 項) を規制する と と も に 、 自 動車か ら

発生する騒音の許容限度 (法第 1聯甦 ) を定め 、 更に道路交通に起因する 自動車騒音について対策を

要。青 (法第 1 7条) でき る こ と と してい る 。

本県にお ける地域指定状況は 、 表難 と 表94の と お り であ る 。

表93 地域指定状況

告 示 年 月 日 地 域 指 定 市 町 村 名

昭和 4 9 年 9 月 1 7 日
(県告示第 778 号~第 780 号)

鳥取市及ひ米子市の一部

昭和 5 0 年 5 月 3 0 日
(県告示第 476 号~第 478 号)

倉吉市及ひ境港市の一部

昭和 5 4 年 7 月 6 日
(県告示第 575 号~第 577 号)

国府町、 郡家町及ひ 日吉津村の÷部

- 9 6 -



表94 騒音規制の区域の区分 と 用途地域の関係

特定工場等に おいて発生する 騒音について規制する 区
域並ひに 自動車騒音の限度に係る 区域。

都市。十画法に基づ く
用 途 地 域 の 区分

特定建設作業に伴っ
て発生する騒音につ
いて規制す る 区域。用 途 地 域

第 1 種区域
良好な住居の環境を保全するた め 、 特に静穏の保持

を必要とす る 区域 。

第 1 種住居専用地域

第 1 号区域

鱒" 4 種区域の う ち

学校、 保育所、 病院、
診療所、 図書館及ひ

特別養護老人ホ ー ム

の敷地の周囲約80m

以内の区域を含む?

第 2 種住居専用地域

第 2 種区域
住居の用に供さ れてい る ため 、 静穏の保持を必要と

する 区域 。

第 2 種住居専用地域

住 居 地 域

第 3 種区域
住居の用 に あわせて商業 、 工業等の用に供さ れてい

る 区域であ って 、 そ の区域内の住民の生活環境を保全
する ため 、 騒音の発生を防止する必要があ る 区域。

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

準 工 業 地 域

第 4 種区域
主と して工業等の用 に供さ れてい る 区域であ って 、

そ の区域内の住民の生活環境を悪化さ せないため 、 著
しい騒音の発生を防止する必要があ る区域。

工 業 地 域
第 2 号区域

指 定 地 域 か ら 除 外 工 業 専 用 地 域 指定地域か ら除外

(住) 規制の区域を示す図面は 、 県庁環境保全課、 関係市役所及ひ町村役場公害担当課に備え置き 、

一般の縦覧に供 してい る 。

ァ 工場 、 事業場騒音

工場 、 事業場騒音に ついて規制の対象と な る のは 、 指定地域内に あ っ て、 特定施役 (政令第 1

条) を設置 し てい る工場及ひ事業場 (特定工場等と い う 。 ) であ る 。

特定工場等には 、 規制基準の遵守義務が課せ られてお り 、 知事 (指定地域市町村長に事務委任

以下同 じ 。 ) は 、 規制基準に適合 し な い こ と によ り 周辺の生活環境が損なわれる と 認める 場合

に 、 。十画変更勧告や改善勧告、 更には改善命令を行 う こ と ができ る 。

噂 表95 特定ェ場等碎いて発生す る騒音についての規制基準

＼＼＼＼時間の
、＼＼＼＼

区域 区分
の区分

昼 間
午前 8 時か ら 、
午後 7 時ま で ノ

朝 夕
午前 6 時か ら午前 8 時まで 、
午後 7 時か ら午後10時まで ノ

夜 間
後10時か ら ･

翌 日 の午前 6 時までノ

第 1 種区域 5 0 ホ ン 4 5 ホ ン 4 5 ホ ン

第 2 種区域 6 0 ホ ン 5 0 ホ ン 4 5 ホ ン

第 3 種区域 6 5 ホ ン 6 5 ホ ン 5 0 ホ ン

第 4種区域 7 0 ホ ン 7 0 ホ ン 6 5 ホ ン

<基準値は特定工場等 (騒音規制法施行令別表第 1 に定める施設を設置する工場 事業場) におい

て発生する 騒音の特定工場等の敷地の境界線上に おける大き さ 。 >
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イ 建設作業騒音

建設作業騒音に ついて規制の対象と な る のは 、 指定地域内に お いて 、 建長工場を施工する 場合

に 、 特定建農作業 (政令第 2 条) を伴 う 作業であ る 。

特定建設作業には 、 届出義務 (法第 14条) か課せ られてい る 。 ま た 、 市町村長は 、 特定建長作

業に伴い発生する 騒音が一定の規制基隼に適合 し な い こ と に よ り 、 生活環境が著 し く 損 なわれる

場合に おいては 、 必要な勧告、 命令の措置 (法第 1 5条) を採る こ と ができ る 。

表96 特定建設作業に伴 っ て発生す る騒音につい ての規制基準

特定建設
作業

規制項目

① く い打機
( もん けん
を除 く ?
く い打機又
は く い打 く
い抜機を使
用する作業

(圧人式及
ひ ア ー ス オ

ー ガーを併
用する作業
を除 く ◇

② ひ よ う 打
機を使用す
る 作業

③ さ く 岩機
を使用する
作業 ( 1 日
50 m以上移
動する 作業
を除 く り

④空気圧縮 ⑤ コ ン ク ン

婆嶺養 蚕礬受 ! 適
も の ) を便 は ア ス フ ァ 用

勢蓼雛韓壽蟻 ! “
蕩翻る, 多発菱延引 外

l 馨合を除 l
作業場所の

敷地境界線
か ら 30m の

地点に おけ

る 騒音

8 5 ホ ンを

超えないこ と

8 0 ホ ンを

超えない こ と

7 5 ホ ンを

超えない こ と

-

{
7 5 ホ ンを I 7 5 ホ ンを

超えない こ と 超えないこ と

作 業

禁止の
時間帯

蟻
午後 7 時

~午前 7 時

午後 7 時

~午前 7 時

午後 9 時

~午前 6 時

午後 9 時

~午前 6 時

午後 9 時

~午前 6 時

災害 、 非常の事態 、
人の生命、 危険防
止、 鉄軌道の正常
運転、 道路法及び
道交法の 占用及ひ
。午可の夜間指定錫

午後 1 0 時

~午前 6 時

午後 1 0 時

~午前 6 時

午後 1 0 時

~午前 6 時

午後 1 0 時

~午前 6 時

午後 1 0 時

~午前 6 時

作 業
時間の
長 さ の
制 限

盪 1 日 1 0時間 1 日 1 0時間 1 日 1 0時間 1 日 1 0時間 1 日 l o時間 1 日 で完了する 作
業 、 災害の事態 、
人の生命、 危険防
止錫 1 日 1 4時間 1 日 1 4時間 1 日 1 4時間 1 日 1 4時間 1 日 14時間

連続 し
て作業
する こ
と ので

き る 日
数 愕戦一鴛轍 6 日間以内 6 日 間以内 6 日 間以内

1 か月 以内 1 か月 以内
災害 、 非常事態、
人の生命、 危険防
止

2 か月以内 2 か 月 以内

作 業 を

禁止する 日

日 曜 日

そ の他の休
日

日 曜 日

そ の他の休
日

日 曜 日

そ の他の休
日

日 曜 日

そ の他の休
日

日 曜 日

そ の他の休
日

災害、 非常の事態 、
人の生命、 危険防
止、 鉄軌道の正常
運転、 道路法及び
道交法の 占用及び
許可の夜間指定

魚
粉
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ウ 自動車騒音

騒音規制法では 、 自動車構造の改善によ り 自動車騒音の防止を図 る ため 、 環境庁長官が自動車

騒音の大 き さ の許容限度を定め 、 こ れを道路運送車両の保安基準において担保する こ と と し てい

る 。 ま た 、 指定地域内に あ っ て 、 市町村長が 自動車騒音に ついて 、 その測定 レベルが一定の限度

を超え 、 道路周辺の生活環境が著 し く 損なわれる と 認め る と き は 、 都道府県公繧き委員会に対 して

道路交通法の規定に よ る 措置を と る べき こ と を要請 し 、 ま た必要に応 じ 、 道路管理者等に対 し 、

道路構造の改善そ の他の 自動車騒音の大き さ の減少に資する事項に関 し 、 意見を述べる こ と がで

き る 。
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表97 騒音規制法第 17条第 1 項の規定に基づ く 指定地域内における 自動章騒音の限度

区 域 の 区 分
時 間 の 区 分

昼 間 朝 ･ 夕 夜 間

1 第 1 種区域の う ち 1 車線を有する道路に面する 区域 55 ホ ン 50 ホ ン 45 ホ ン

2 第 2 種区域の う ち 1 車線を有する道路に面する 区域 60ホ ン 55 ホ ン 50 ホ ン

3 第 1 種区域及び第 2 種区域の う ち 2 車線を有する道路に面する 区域 70ホ ン 65 ホ ン 55 ホ ン

4 盪露覊び第 2 種区域の う ち 2 車線を こ え る 車線を有する 道路 75 ホ ン 70 ホ ン 60 ホ ン

5 第 3 種区域及び第 4 種区域の う ち 1 車線を有する 道路に面する 区域 70ホ ン 65 ホ ン 60 ホ ン

6 第 3 種区域及び第 4 種区域の う ち 2 車線を有する道路に面する 区域 75 ホ ン 70 ホ ン 65 ホ ン

7 盤孵稜鼾第 4 種区域の う ち 2 車線を こ え る 車線を有する道路 卸ホ ン 75 ホ ン 65 オ ン

( 3 ) 鳥取県公害防止条例 (昭和46年1 0月 12 日 鳥取県条例第35号)

近時、 ビ ル等の増加に伴い冷房用 の ク ー リ ン グ タ ワ ーの騒音が問題と な っ てい る か

に よ り 騒音関係特定施設 (表98 ) と して 、 昭和47年 4 月 1 日か ら規制が行われてお り

ぴ規制基準は騒音規制法に準拠 してい る 。

こ れを条例

規制地域及

表98 鳥取県公害防止条例によ る騒音関係特定施長の規模

施 設 名 規 格

ク ー J ン ク タ ワ ー 送風機の原動機の定格出力が 0 75 キ ロ ワ ソ ト 以上の も のに 限る 。

ま た 、 深夜の静穏を保持す る た め 、 全県下の工場、 事業場のすべての事業店動に伴 う 深夜 (午後

1 0時か ら翌 日 の午前 6 時ま で ) の騒音を昭和47年 4 月 1 日 か ら規制 してい る 。 事業店動すなわち 、

物の製造 、 加工に伴 っ て発生する騒音のほか、 例えば飲食店を営む こ と に よ っ て発生する音楽放送、

バ ン ト 演奏 、 カ フ オ ケ及ひ き ょ う 声な どの騒音も含めて規制を行 っ てい る 。
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表99 鳥取県公害防止条例に よ る深夜騒音の規制基準

区 域 の 区 分 基 準 値

1 誣譲難寮条第 1 項の規定に基づいて指定さ れた第 3 種区域及ひ知事力5月 u 5 0 ホ ン

2 髓霧難籤稀第 1 項の規定に基づいて指定さ れた第 4 種区域及び知事が別 6 5 ホ ン

3 1 及び 2 に掲げる 区域以外の区域。 4 5 ホ ン

( 4 ) 航空機騒音に係る環境基準

公害対策基本法第 9 条の規定に基づ く ｢航空機騒音に係る環境基準｣ については 、 昭和麩年 12

月 27 日付環境庁告示第 1 54 号に よ り 騒音に係る環境上の条件につ き 、 生店環境を保全 し 、 人の健康

の保護に資す る う えで維持する こ と が望ま し い航空機騒音に係る 基準 (以下 ｢環境基隼｣ と い う 。 )

と して定め られてい る 。 (資料 7 参照)

本県に おいては 、 鳥取市に鳥取空港 (管理者 : 鳥取県) と境港市に美保飛行場 (管理者 : 防衛庁濱
共用飛行場 ) の 2 つがあ り 、 環境基隼に基つ く 飛行場の区分は 、 鳥取空港の場合第 3 種空港に該当

する飛行場であ り ま た 、 美保飛行場の場合は 、 自衛隊等が使用す る飛行場であ り 、 第 2 種空港A に

準ずる飛行場に該当す る も のであ る が 両飛行場と も現在 、 環境基隼の地域の類型あてはめは行 っ

てい ない 。

2 特定施設等の届 出状況

( 1 ) 騒音規制法に よ る 特定施長の届出数

表 1 oo 特定施長の種類別届出数 (昭和6 1年 3 月 3 1 日現在)

種 類＼＼~＼市廻村名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 郡家町 日吉津村 合 。十

1 金 属 加 工 機 械 1 5 6 1 1 5 6 6 1 7 5 3 5 9

2 空 気 圧 縮 機 等 2 4 4 2 0 3 1 2 2 5 9 3 2 8 6 7 1 9

3 土 石 用 破 砕 機 等 1 2 2 1 4

4 織 機

5 建設用 資材製造機械 2 6 3 ･‘■｣ ヤーユ 1 3

6 穀 物 用 製 粉 機

7 木 材 加 工 機 械 4 6 1 2 2 4 5 6 3 2 2 2 4

8 抄 紙 機 2 1 6 9

9 印 刷 機 械 1 0 1 7 3 2 9 5 2 2 1 0

1 0 合成樹脂用射出成形機 9 1 0 1 2 0

1 1 鋳 型 造 型 機 1 1 1 1

。十 5 7 2 5 3 0 2 7 5 8 4 5 1 2 1 0 1 1 , 5 7 9

届 出 工 場 事 業 場 9 4 1 0 4 4 6 2 3 4 9 5 2 8 5
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( 2 ) 騒音規制法に よ る特定建設作業の届出数
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表 1 0 1 特定建設作業の種類別届出数
(昭和604EE度中 )

種 類 ＼＼~＼準町村名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 郡家町 日吉津村 合 。十

1 ん棄打機等を使用する 3 4 7 5 2 5 7

2 滌 う打機を使用す る

3 柔 く 岩機を使用する作 1 1 1 4 2 2 7

4 種圧縮機を使用す る T■｣ 4■I上 1 3

5 等差灸み語藷楽 ト

。十 1 5 6 2 8 2 8 7

( 3 ) 鳥取県公害防止条例によ る 騒音関係特定施設届出数

表 1 02 騒音関係特定施設届出数
(昭和61年 3 月 3 1 日現在 )

種 類 ＼＼＼＼＼市町村名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 郡家町 日吉津村 合 。十

ク ー j ン グ タ ワ ー 2 0 8 1 9 1 3 5 1 7 5 4 5 6

届 出 事 業 場 1 2 3 1 2 0 3 2 1 4 3 2 9 2
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第 4 章 振 動

第 1 節 振動の現況

僅 概 要

振動は 、 そ の発生源が生産工場、 建築 ･ 土木工事 、 交通機関等が主体 と な っ てお り 、 騒音 と同様に

感覚的、 かつ 、 心理的 な要素が加わ り 、 不快感や気分がイ フ ィ フ す る等の被害を与え 、 ま た 、 振動が

大き か っ た り 、 発生源が近接 し てい る場合は 、 壁 、 タ イ ル等の ヒ ヒ割れ、 屋根がわ ら のス レ等の物的

被害を生 じ る 。 (表 1 0 3 )

昭和 6 0 年度の振動苦情は 1 件であ っ た 。

表 1 0 3 地震と 振動 レベル

気 象 庁 震 度 階 級 ( 1 9 4 9 年 )

0 無感 ( No f e e l i ng )

人体に感 じ な いで地震話 そ く 。己録 さ れる程度

加速度 0 8 ga l (55 d B ) 以下

I 微震 ( S 1 i ght)

静止 してい る人や、 特に地震に注意深い人だけに感す る 程度の地震

0 8 ~ 2 5 ga l (55~6 5 d B )

肛 軽震 (We ak )

大せいの人に感す る 程度の も ので 、 戸、 障子かわすかに動 く のがわか る く ら いの地震

2 5 ~ 8 0 ga l (6 5~ 75 dB )

m 弱震 ( R a t he r s t r o ng )

家屋かゆれ、 戸、 障子かカ タ カ タ と 鳴動 し 、 電灯の よ う なつ り 下げ物は相当ゆれ器内の水

面の動 く のがわか る 程度の地震

8 . 0 ~ 25 0 gal (75 ~ 85 d B )

N 中震 ( S t r on g )

家屋の震動が激 し く 、 すわ り の悪い花びんな どは倒れ、 器内の水はあふれ出 る 。 ま た 、 歩

いてい る 人に も感 じ られ、 多 く の人 々 は戸外に飛び出す程度の地震

25 0 ~ 80 0 ga l (8 5~9 5 dB)

V 強震 (V e r y s t r o ng )

壁に割 目がはい り 、 墓石 、 石ど う ろが倒れた り 、 煙突 、 石垣 な どが破損す る程度の地震

- 1 0 2 -



80 0 ~ 250 0 g a l (95 ~ 105 dB )

切 烈震 (D i s a s t r ou s )

家屋の倒壊は 3 0 %以下で山 く ずれが起き地割れを生 じ 、 多 く の人々 はすわ っ て い る こ と

ができ な い程度の地震

250 0 ~ 400 0 g a l (10 5 ~ 1 1 o dB)

W 激震 (V e r y d i s a s t r ou s )

家屋の倒壊が 3 0 %以上に およ び 、 山 く すれ、 地割れ 、 断層 な どを生ずる

4oo o ga l ( 1 1 o dB ) 以上

(住) ga 1 と dB と の換算は周波数が 4 ~ 8 日 z と仮定 し 、 1 ga l = 1 cm/ s2= 0 . 0 l m / s2の 関係

か ら振動 レベルを求めた 。 な お 、 本表の加速度値は ピー ク 値であ る 。

2 各種振動測定捌査結果

@ ( 1 ) 道路交通振動凋査
環境週間 ( 6 月 5 日 ~ 1 1 日 ) の行事の一つ と して 、 鳥取市 6 地点 、 倉吉市 3 地点、 米子市 6 地

点、 及び境港市 3 地点。十 1 8 地点に おいて道路交通振動測定を し併せて 自動車台数 (原付自動二輪

車以上) を澗査 し た 。 (表 1 0 4 )

こ の凋査は振動規制法に基づ く 測定方法で行い 、 そ の 8 0 パ ーセ ン ト レ ン ジの上端値の昼間の平
　 　 　 　 　　　　　　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　

均値で 見れば 、 鳥取市 4 0 ~ 4 7 ブ ノヘル (以下 ｢dB ｣ と 。己す。 ) 、 倉吉市 3 8 ~ 5 1 dB 、 米子市竺

~ 4 9 dB 、 境港市 3 5 ~ 4 7 dBであ り 、 い ずれの地点に おいて も振動規制法第 1 6条に基づ く 指定

地域内に おけ る 道路交通振動の限度 と 比較すれば限度以下であ る 。

( 2 ) 環境振動実態調査

昭和 6 0 年度中に 、 振動規制法に基づ く 規制地域の指定を行っ てい る 4 市 ( 1 6 地点) 及び港湾

埋立て事業に伴 う 振動監視地点 1 市 ( 4 地点) 。十 4 市 ( 2 0 地点) で実施 した調査結果は表 105 の

と お り であ る 。

@ 凋査結果をみる と 、 ぃすれの地点に お ぃて も ･ 振動規制法第 1 6 条に規定する指定地域内とぉけ
る道路交通振動の限度以下であ る 。
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表 1 0 4 環境週間行事にお け る道路交通振動測定凋査結果

測 定 地 点 所在地

道路が

有す る

車線数

道 路 交 通 振 動 総札車 両 通 過 台 数

振 動 レ ベ ル
〔 8 0 % レ ン ジ

上端値 (dB ) 〕

道路交通振
動 の 限 度
〔80% レ ン ジ

上端値aB) 〕

区域の
区 分

最 高

(大型車)

(台/ 10

分間)

最 低

(大型車)

(台/10

分間 )

平 均

(大型車)

(台/10

分間)
最高値 最低値 平均値

区域の
区 分

鳥取市
鳥 取 駅 前

永 楽
温泉町

2 車 線
を こ え る

4 7 4 3 4 5 第 2 種 7 0 273 ( 1 5 ) 1 38 ( 1 4) 1 70 ( 1 4)

日 交 旅 行
セ ン タ ー 前

末 広
温泉町

2 車 線
を こ え る

5 3 4 5 4 7 メソ ‘ソ 245 ( 2雑) 1 42 ( 1 1 ) 1 95 ( 1 7)

県 庁 前 東 町
2 車 線
を こ え る

4 9 4 3 4 7 メソ メソ 1 35 ( 1 4) 93 ( 1 2 ) 1 1 3 ( 1 8 )

大 村 薬 局 前 片 原 2 車 線 46 4 2 4 4 たソ メソ 1 5 1 ( 3 ) 9 1 ( 0 ) 1 30 ( 2)

鳥取警察署附
近く漁連会館)

青葉町 2 車 線 4 1 3 8 4 0 第 1 種 6 5 237 ( 1 7 ) 20 3 ( 1 3 ) 220 ( 1 7 )

面谷外科附近 吉方町
2 車 線
を こ え る

4 4 3 8 4 1 " !ソ 1 7 7 ( 1 1 ) 100 ( 9) 1 36 ( 1 2)

米子市
米 子 駅 前 明冶町

2 車 線
を こ え る

5 0 4 4 4 8 第 2 種 7 0 1ゆ く24) 93 ( 1 8) 1 20 ( 1 9)

中 国 電 力 前 加茂町
2 車 線
を こ え る

5 0 4 7 4 9 メソ れソ 笏 3 ( 34) 2 1 7 ( 28) 240 (36 )

米子市公会堂 角盤町
2 車 線
を こ え る

4 9 4 7 4 8 ‘ソ メソ 380 ( 45) 25 1 ( 29) 330 ( 35)

消 防 署 附 近
饉熔セ ンス前)

富 士
見 町

2 車 線
を こ え る

4 9 4 5 4 7 メソ メソ 295 ( 24) 1 73 ( 1 5) 255 ( 1 9 )

鳥 取 銀 行
米 子 支 店 前

西福原
2 車 線
を こ え る

5 0 4 8 4 9 メソ 名ソ 457 ( 38) 306 ( 24) 367 (卸 )

隈 樹 建 築
事 務 所 前

米 原
2 車 線
を こ え る

4 6 4 2 4 4 第 1 種 6 5 450 ( 1 5 ) 30 7 (37 ) 343 (30 )

倉吉市
旧 打 吹 駅 前 明/台町 2 車 線 4 1 3 5 3 8 第 2 種 7 0 1 22 ( 7 ) 85 ( 4) 10 1 ( 8)

倉吉駅前通 り 上 井
2 車 線
を こ え る

5 3 4 9 5 1 メソ メソ 282 ( 1 6 ) 1 69 ( の 200 ( 1 4 )

宮 川 町
ロ ー タ J -

宮川町
2 車 線
を こ え る

5 1 4 6 4 9 メソ たソ 20 5 ( 8) 1 48 ( 9) 1 83 ( 1 0 )

境港市
鳥 取 銀 行
境 港 支 店 前

上道町 2 車 線 4 8 4 6 4 7 第 1 種 6 5 1 45 ( 2 1 ) 88 ( 1 4)

境 公 民 館 前 湊 町 2 車 線 4 9 4 1 4 5 ′ソ ノン 1 1 7 ( 1 6 ) 86 ( 7 )

※ 1 山陰合同
金議壮境西支店前

外江町 2 車 線 3 7 3 3 3 5 メソ メソ 8 1 ( 3 ) 60 ( 4〉 6 7 ( 4 )

(住) 測定値は午前 8 時か ら 午後 4 時ま での 2 時間お き 5 回の測定

※印 は 、 片側車線の車両台数

※ 1 は 、 昭和 5 6 年ま では中国電気工事境港出張所前
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昭 和 5 6 年 ~ 6 0 年 の 経 年 変 化 ( 平 均 値 )

道路交通振動 〔 80 % レン ジの上端値 (dB ) 〕 総車両通過台数 (大型車)
(台/10分間 )

56 年度 57年 度 58年度 59年度 60 年度 56 年度 57 年度 58年 度 59年 度 60 年度

4 6 46 4 8 5 0 4 5 1 3 3 ( 1 7 )
※

7 1 ( 8 ) 1 4 0 ( 1 4 ) 1 3 3 ( 1 4 ) 1 7 0 ( 1 4 )

4 8 4 8 4 9 4 8 4 7 2 0 6 ( 1 7 )
※

7 8 ( 5 ) 2 0 5 ( 1 3 ) 1 66 ( 1 2 ) 1 9 5 ( 1 7 )

4 3 4 7 4 4 4 8 4 7 1 3 3 ( 1 3 ) 1 4 5 ( 1 8 ) 1 5 2 ( 1 4 ) 1 4 3 ( 1 6 ) 1 1 3 ( 1 8 )

4 6 4 4 4 7 4 5 4 4 1 5 0 ( 4 )
※

6 1 ( 0 ) 1 3 8 ( 3 ) 1 3 2 ( 2 ) 1 3 0 ( 2 )

4 0 4 5 4 2 4 4 4 0 3 0 8 ( 2 3 ) 2 8 3 ( 2 9 ) 2 9 5 ( 1 8 ) 2 8 0 ( 2 0 ) 2 2 0 ( 1 7 )

3 9 4 8 4 6 4 6 4 1 1 8 0 ( 1 5 ) 1 8 3 ( 1 7 ) 1 8 9 ( 1 7 ) 1 8 5 ( 1 3 ) 1 3 6 ( 1 2 )

5 3 5 0 4 8 4 9 4 8 1 8 8 ( 2 0 ) 1 1 7 ( 4 ) 1 1 8 ( 6 ) 1 3 8 ( 5 ) 1 2 0 ( 1 9 )

5 0 5 1 4 9 5 1 4 9 3 6 5 ( 5 3 ) 2 5 6 ( 3 3 ) 2 4 6 ( 3 3 ) 2 3 4 ( 3 1 ) 2 4 0 ( 3 6 )

4 8 5 2 4 7 4 8 4 8 36 1 ( 4 3 ) 3 0 2 ( 3 1 ) 3 1 3 ( 3 5 ) 3 3 3 ( 3 3 ) 3 3 0 ( 3 5 )

5 0 4 5 4 7 4 8 4 7 2 4 2 ( 2 3 )
※

1 2 7 ( 5 ) 2 4 7 ( 1 4 ) 2 5 5 ( 1 3 ) 2 5 5 ( 1 9 )

5 1 5 0 5 0 5 1 4 9 3 4 9 ( 4 3 )
※

2 0 5 ( 1 2 ) 3 4 7 ( 2 7 ) 3 5 8 ( 2 8 ) 3 6 7 ( 3 0 )

4 4 4 5 4 7 4 6 4 4 2 6 4 ( 3 2 )
※

1 7 5 ( 1 2 ) 3 6 6 ( 3 5 ) 3 1 4 ( 2 6 ) 3 4 3 ( 3 0 )

4 3 4 3 4 3 4 4 3 8 1 2 1 ( 8 ) 9 4 ( 7 ) 1 0 1 ( 6 ) 1 0 8 ( 6 ) 1 0 1 ( 8 )

5 2 4 9 5 5 5 2 5 1 2 3 1 ( 2 0 ) 2 5 8 ( 1 6 ) 2 3 8 ( 1 7 ) 2 0 8 ( 1 4 ) 2 0 0 ( 1 4 )

4 6 4 8 4 7 4 7 4 9 2 1 5 ( 1 0 ) 1 9 0 ( 7 ) 2 1 0 ( 6 ) 2 0 8 ( 6 ) 1 8 3 ( 1 0 )

4 7 4 9 4 7 4 7 4 7 1 0 2 ( 1 2 ) 1 1 6 ( 1 0 ) 1 1 1 ( 1 1 ) 1 1 1 ( 1 5 ) 1 1 8 ( 1 5 )

4 9 4 5 4 8 5 1 4 5 1 0 6 ( 1 3 ) 9 7 ( の 1 0 0 ( 1 1 ) 1 1 2 ( 1 3 ) 1 0 7 ( 1 2 )

4 1 3 7 4 0 3 6 3 5 5 4 ( 5 ) 5 2 ( 3 ) 6 4 ( 8 ) 6 2 ( 5 ) 6 7 ( 4 )
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表 1 0 5 昭和 6 0 年度 環境振動圏査結果

地区測定月日 測 定 場 所 所在地 道 路 名 車線数
側頃巨値
80% レ
ン ジの

上立翻直
(dB )

交 通 量
( ) 大型

(台/ 10分間)

道路交通
振動の限
度拗% し
ン ジ の上

端値 (dB )

昼間 夜間 昼間 夜間 区域区分 度め一夜間眼@一昼間

鳥取市1 1月1 4日
山 の 手 セ ン タ ー 別 吉 方 町 国 道 2 9 号 2 49 39 1 49 ( 1 7 ) 6 1 ( 3) ･II▲ 6 5 60

N T T 鳥 取 支 社 前 湯 所 町 国 道 2 9 号 2 43 38 1 66 ( 1 1 ) 6 2 ( 5) ｣1･I◆ 65 60

鳥 取 市 文 化 ホ ー ル 前
吉 方

温 泉 町
H 福 部 鳥 取 線 2 44 38 1 5 3 ( 9 ) 72 ( 3 ) 2 70 6 5

鳥 取 ス ト ア 前 天 神 町 国 道 5 3 号 4 48 44 239 ( 22 ) 143 ( 8) 2 70 6 5

倉吉市1 1月1 2日
市 立 倉 吉 西 中 学 校裏 秋 喜 田倉吉赤碕中山線 2 42 34 6 7 ( 5 ) 40 ( 2) 1･I- 65 60

ビ ノ グ フ イ フ ト ー ホ ー横 米 田 町 国 道 1 7 9 号 4 37 27 1 26 ( 1 2 ) 7 1 ( 6 ) ｣1I- 6 5 6 0

小 林 薬 局 前 明 倫 町 国 道 3 1 3 号 2 39 3 2 104 ( 8) 43 ( 5) 2 70 6 5

上 丼 ビ ル 前 山 根 国 道 1 7 9 号 4 46 3 9 18 3 ( の 64 ( 3 ) 2 70 6 5

米ウ土中1 1月□･1 2日
後 藤 ケ 丘 中 学 校 人 口 上 後 藤 市 道外浜街道 線 2 46 38 10 7 ( 4) 4 1 ( 2 ) 1 65 60

戸 口 田 医 院 前 上 福 原 H 皆 生 西 原 線 4 40 33 1 88 ( 1 3 ) 76 ( 4 ) 1 6 5 6 0

高 野 産 業 第 二 倉 庫 前 紙 園 町 国 道 9 号 2 47 40 236 (34 ) 1 6 5 ( 1 5 ) 2 70 6 5

建 設 省 米 子 出 張 所 前 車 尾 国 道 9 号 4 50 46 306 (45 ) 1 67 ( 1 の 2 70 6 5

境港市虹自選･賜日1 1月擬･第日
境 公 民 館 湊 町 囮 米 子 境 港 線 2 “ 35 1 1 0 ( 10 ) 4 1 ( 5) 1 6 5 60

山 陰合同銀行境西支店前 外 江 町 囲 米 子 境 港 線 2 36 29 60 ( 5 ) 26 ( 1 ) 1 6 5 60

順天堂ハウジ ン グ フ ン ド前 東 本 町 (刊 境 港 線 2 35 3 3 43 ( 1 ) lo ( 1 ) 2 70 6 5

都 田 水 産 前 上 道 町 国 道 4 3 1 号 4 39 34 94 ( 1 2 ) 6 2 ( 4) 2 70 65

喫 茶 マ J エ ン ト 前 高 松 町 国 道 4 3 1 号 4 43 34 1 5 9 (30 ) 8 1 ( 6 ) 1 6 5 60

工 業 試 験 場 入 口 新 屋 町 国 道 4 3 1 号 4 45 37 1 57 ( 25 ) 6 1 ( 6 ) 1 6 5 60

北 陽 タ イ ヤ サ ー ビ ス 前 竹 内 町 国 道 4 3 1 号 4 45 3 5 1 3 5 ( 2 1 ) 6 8 ( 4) 2 70 6 5

喫 茶 フ ブ グ ー メ グ 前
･

国 道 4 3 1 号 4 41 32 16 4 (24 ) 52 ( 3 ) 2 70 6 5

(住) 1 時間区分 振動 昼間 : 午前 8 時~午後 7 時 、 夜間 午後 7 時)翌日 の午前 8 時

2 測定時刻 午前 5 時、 7 時、 1 0 時、 午後 4 時 、 7 時 、 1 0 時

3 振動の昼間 ･ 夜間 測定値は各時間区分の平均値であ る 。

4 交通量は 、 自動二輪車以上の道路に面す る 地点の通過車両台数であ る 。

5 道路名の く主) は主要地方道 (県道) (-) は一般県道 (県道) であ る 。
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第 2 節 振動 の 防止対策

1 法によ る規制

( 1 ) 振動規制法

振動規制法 (昭和 5 1 年 1 2 月 1 日施行) では、 都道府県知事が振動を防止する こ と “こ よ り 住民

の生活環境を保全す る必要があ る と 認め る 地域を指定 し 、 こ の地域内に おいて、 工場及び事業場に

おけ る 事業活動並びに建設工事に伴 っ て発生する相当範囲に わたる 振動 (法第 2 条) に つ いて必要

な規制を行う と と も に 、 道路交通振動に係る要請の措置を定め る こ と な どに よ り 、 生活環境を保全

し 、 国民の健康の保護に資する こ と と し てい る 。

本県に おけ る地域指定状況は次表の と お り であ る 。

表 1 0 6 地域指定状況

　
告 示 年 月 日 地 域 指 定 市 町 名

昭和 5 3 年 6 月 9 日
(県告示第 53 1 号~第 533 号)

鳥取市、 米子市 、 倉吉市及び境港市の一部

昭和 5 9 年 4 月 2 7 日
(県告示第 360 号~第 362 号)

国府町の一部

表 1 0 7 振動規制の区域の区分 と用途地域の関係

特定工場等に おいて発生する振動に ついて規制す
る 区域並びに道路交通振動の限度に係 る 区域

都市。十画法に基づ く
用途地域の区分

特定建設作業に伴 っ て
発生す る 振動につ いて
規制す る 区域

第 1 種区域
良好な住居の環境を保全す る ため 、 特に静穏の

保持を必要 とす る 区域及び住居の用 に供 さ れてい
る ため 、 静穏の保持を必要とす る 区域

第 1 種住居専用地域

第 1 号区域

(工業地域の う ち 、 字

校、 保育所、 病院、

診療所、 図書館及び

特別養護老人ホ ー ム

の敷地の周囲約 8 0

m 以内の区域を含む)

第 2 種住居専用地域

住 居 地 域

第 2 種区域
住居の用 に併せて商業、 工業等の用に供さ れて

い る 区域であ っ て、 そ の区域内の住民の生店環境
を保全す る ため 、 振動の発生を防止する必要があ
る 区域及び主 と して工業等の用に供 さ れてい る 区
域であ っ て、 そ の区域内の住民の生活環境を悪化
さ せ な いため 、 著 し い振動の発生を防止す る 必要
があ る 区域

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

凖 工 業 地 域

工 業 地 域 第 2 号区域

指 定 地 域 か ら 除 外 工 業 専 用 地 域 指定地域か ら 除外

(住 ) 規制の区域を示す図面は 、 県庁環境保全課、 関係市役所及び町役場公害担当課に備え置き 、

一般の縦覧に供 してい る 。
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ア 工場、 事業場振動

工場ゞ 事業場振動に ついて規制の対象と な る の は 、 指定地域内に あ っ て、 特定施長 (政令第 1

条) を設置 してい る 工場及び事業場 (特定工場等 と い う 。 )であ る 。

特定工場等に は 、 規制基隼の遵守義務か課せ られてお り 、 知事 (指定地域市町村長に事務委任。

以下同 じ 。 ) は規制基準に適合 し な い振動を発生す る こ と に よ り 周辺の生活環境が損なわれる と

認め る と き は 、 振動の防止の方法等に関 し 、 改善等の勧告及び改善命令を行 う こ と ができ る 。

表 1 0 8 特定工場等に おいて発生する 振動に ついての規制基隼

区域の＼区＼分ミ、時"間の区分
昼 間

(午前 8 時か ら午後 7 時ま で)
夜 間

(午後 7 時か ら翌 日 の午前 8 時ま で)

第 1 種 区 域 6 0 デ シベ ノレ 5 5 プ シベル

第 2 種 区 域 6 5 デ~ シ ベル 6 0 ブ シベル

　

〔 基隼値は特定工場 (振動規制法施行令別表第 1 に定め る 施設を長置する 工場 事業場) に おいて

発生す る振動の特定工場等の敷地の境界線上に おけ る 大き さ 。 〕

イ 建設作業振動

建設作業振動に ついて規制の対象と な る の は 、 指定地域内に お いて、 建段工事を施行する場合

に 、 特定建設作業 (政令第 2 条) を伴 う 作業であ る 。

特定建設作業には 、 届 出義務が課せ られてい る 。 ま た 、 市町村長は 、 特定建設作業に伴い発生

す る振動が一定の基準に適合 し な い こ と に よ り 、 周辺の生活環境か著 し く 損 なわれる と 認め る と

き は 、 振動の防止の方法等に関 し 、 改善勧告及び改善命令を行 う こ と ができ る 。
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表 1 0 9 特定建設作業に伴 っ て発生す る振動に ついての規制基準

楚

※
書

① く し ヰ萱機 ( も
んけ い及び圧
人式 く い打機
を除 く 。 ) 、 く
い抜機 (油圧
式 く い抜機を
除 く 。 )又は く
い打 く い抜機
(圧人式 く い
打 く い抜機を
除 く 。 )を使用
す る作業

②鋼球を使用
して建築物そ
の他の工作物
を破壊す る 作
業

⑤舗装版破壊
機を使用す る
作業 (作業地
点が連続的に
移動する 作業
に あ っ ては 、
1 日 に おけ る

当該作業に係
る 2 地点間の
最大距離が50
メ ー ト ルを超
え ない作業に
限る 。 )

④ ブ レーカ ー (手
持式の も のを除
く 。 )を 使用す る
作業 (作業地点
が連続的に移動
す る作業に あ っ
ては 、 1 日 に お

け る 当該作業に
係 る 2 地点間の
最大距離が50 メ
- ト ルを超え な
い作業に限 る 。 )

適 用 除 外

作業場所の敷
地境界線振動

75デシベルを

越え な い こ と

75 テ ンベルを

越え な い こ と

75 デ ソベルを

越え な い こ と
75 テ シベルを

越え な い こ と

作業禁止

の時間帯

蟻
午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時

災害 、 非常の事態、
人の生命、 危険防
止、 鉄軌道の正常
連行、 道路法及び
道交法の 占用及び
許可の夜間指定鰭

午後 1 0 時~
午前 6 時

午後 1 0 時~
午前 6 時

午後 1 0 時~
午前 6 時

午後 1 0 時~
午前 6 時

作業時間
の長 さ の

制 限

立場 1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 災害 、 非常の事態、
人の生命、 危険防
止

2 号
区域

1 日 1 4 時間 1 日 1 4 時間 1 日 1 4 時間 1 日 1 4 時間

連続 して

作業す る
こ と ので

き る 日数

盪
長盪

6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内
災害、 非常の事態、
人の生命、 危険防
止

作 業 を 禁 止

す る 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

日曜 日 、

その他の休 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

日曜 日 、

その他の休 日

災害、 非常の事態、
人 の生命、 危険防
止、 鉄軌道の正常
連行、 電業法の必
要作業、 道路法及
び道交法の 占用及
び 。午可の時、 そ の
他の休 日指定

ウ 道路交通振動

振動規制法では 、 指定地域内に おいて 、 市町村長が道路交通振動に ついてそ の測定 レベルが一

定の限度を超え 、 道路周辺の生活環境が著 し く 損 な われる と 認め る と き は 、 道路管理者に対 し道

路交通振動の防止のため の舗装、 維持又は修繕の措置を要請 し 、 又は都道府県公安委員会に対 し

道路交通法の規定に よ る措置を執る べき こ と を要。青す る こ と ができ る 。

表 1 1 0 振動規制法第 1 6 条第 1 項の規定に 基づ く 指定地域内に おけ る 道路交通振動の限度

区域の＼区莇き遼趣の区分
昼 間

(午前 8 時か ら午後 7 時ま で)
夜 間

(午後 7 時か ら翌 日 の午前 8 時ま で)

第 1 種 区 域 6 5 デ シベル 6 0 ブ、 シベ、 ル

第 2 種 区 域 7 0 デ シベル 6 5 デ シ ベル
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2 特定施設等の届出状況

( 1 ) 振動規制法に よ る特定施設の届 出数

表 1 1 1 特定施設の種類別届出数
(昭和 6 1 年 3 月 3 1 日 現在 )

施設の種類 ~＼~＼~｣喀、~鼈＼＼喀~~市 町 名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 。十

1 金属加工機械

イ 、 液 圧 プ レ ス 23 1 3 26 4 66

ロ 、 機 械 プ レ ス 16 2 7 82 7 258

ハ 、 せ ん 断 機 13 1 5 28 1 5 7 1

一 、 鍛 造 機 3 16 6 25

ホ 、 ワ イ ヤ ー フ ォ ー ミ ン グマシ ン

小 。十 20 1 5 1 1 42 26 420

2 . 圧 縮 機 42 98 78 4 222

3 破 砕 機 等

破 砕 機 ｣

/

摩 砕 機 12 12

ふ> る い ｣1警- “1I･▲

分 級 機

小 。十 1 2 1 B

4. 織 機

5 影勿多の奪

コ ン ク J - ト ブ ロ ノ ク マ シ ン 2 3 5

コ ン ク j - ト 管製造機械及び
コ ン ク i - ト 柱 製 造 機 械

小 。十 2 3 5

6 木材加工機械

イ 、 ト フ ム ノ ＼ - カ ー 3 1 4

ロ 、 チ ノ ノ ゞ - 3 6 3 2 1 4

小 。T 3 9 4 2 1 8

7 印 刷 機 械 48 16 9 5 78

8 . ゴ ム練用又は合成樹脂練用 ロ ール機

9 合成樹脂用射出成形機 1 1 1 2 23

1 0 鋳 型 造 型 機 9 9

。十 3 1 9 1 87 245 3 7 0 788

届 出 工 場 事 業 場 43 48 24 2 1 0 1 36

( 2 ) 振動規制法に よ る特定建没作業届出数

表 1 1 2 特定建役作業の種類別届出数
(昭和 6 0 年度中)

種 類 ＼、＼＼＼ 市町 名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 。十

1 く い 打 機 等 を 使 用 す る 作 業 5 47 6 3 6 1

2 鋼 球 を 使 用 し て 破 壊 す る 作 業

3 舗 装 版 破 砕 機 を 使 用 す る 作 業 9 1 10

4 フ レ ー カ ー を 使 用 す る 作 業 4 6 2 1 2

。十 9 6 2 8 4 0 83
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臭第 5 章 悪

第 篭 節 悪臭の現況

我々が悪臭に対 して も っ てい る嫌悪感や不快感は 、 生活環境、 生活様式、 個人差等に よ っ て異な っ て

い る 。 悪臭に関す る苦情は公害苦情件数の なかで最も多 く 昭和 6 0 年度の悪臭苦情は 3 5 件で公害苦

情の 2 2 %を 占めてい る 。

第 2 節 悪臭防止対策

1 法令に よ る規制

@ 悪臭公害か ら生活環境を守 る ため 、 昭和 4 6 年 6 月 1 日 悪瓢坊止法が制定され、 昭和 4 7 年 5 月 3 1
日か ら施行さ れた。 こ の法律は住民の生活環境を保全す る た め、 住居が集合 してい る地域、 学校、 病

院等の周辺その他悪臭を防止す る必要があ る と認め ら れる 地域を対象と して知事が地域を指定 し 、 指

定地域内で事業活動に伴 っ て発生す る悪臭物質の排出 について規制基準を設定する こ と と さ れてい る 。

しか し 、 工業専用地域については地域の特殊性か ら原則 と して規制地域の対象と さ れてい ない 。

県では昭和 4 8 年 1 0 月 1 2 日告示第 76 7 号で 鳥取市ほか 3 市 9 町 1 村を、 昭和 4 9 年 7 月 2 日告

示第 57 1 号で東伯町ほか 4 町を、 昭和 5 6 年 3 月 2 4 日 告示第 283 号で岩美町ほか 4 町 1 村を規制地

域 と して指定 し 、 5 物質に ついて規制基準を定め、 ま た 、 同 じ く 5 物質に ついて昭和 5 6 年 3 月 2 4

日 告示第 284 号で米子市、 日 吉津村の規制地域の一部拡大を、 さ ら に昭和 5 8 年 6 月 7 日 告示第 5 1 3

号で淀江町の規制地域の一部拡大を行っ た 。

昭和 5 1 年 9 月 1 8 日 悪臭防止法施行令の一部改正に よ り 悪臭物質と して追加指定された 3 物質に

ついて は 、 昭和 5 6 年 3 月 2 4 日 告示第 285 号で鳥取市ほか 3 市 5 町 2 村を 、 昭和 5 8 年 6 月 7 日 告

噂 示第 5 14 号で国府町ほか 1 3 町 もて つ いて規制地域を指定 し規制基隼を定めてい る o
ま た 、 昭和 5 9 年 4 月 2 7 日 告示第 359 号で佐冶村、 用瀬町並びに 中山町を規制地域と して指定 し 、

8 物質について規制基準を定めてい る 。

悪臭規缶雌旨定地域内の事業場等に は規制基隼の遵守義務が課せ られてお り 、 知事 (指定地域市町村

長に事務委任) は 、 事業活動に伴 っ て発生する 悪臭物質の排出が規制基準に適合 し な い こ と に よ り 周

辺住民の生活環境が損なわれてい る と 認め る 場合に は 、 施没等の改善勧告、 更に は改善命令を行 う こ

と ができ る 。 現在規制対象と さ れてい る悪臭物質は 、 ア ン モ ー ア 、 メ チ ルメ ル カ ブタ ン 、 硫化水素、

硫化メ チ ル、 ト リ メ チルア ミ ン 、 二酸化メ チ ル、 ア セ ト ア ルプ ヒ ド ス チ レ ン の 8 物質であ る 。



本県に おけ る悪臭規制の状況

規制区域と規制基準

表 1 1 3 昭和 4 8 年 1 0 月 1 2 日鳥取県告示第 767 号

決さ 薄 ア ンモー ア
メ チ ノレメ ノレ

カ フo タ ン
硫 化 水素 硫化メ チ ル

ト J メ チ ル
ア ミ ン

A 2 . 5 1･I- 0 0 0 2 0 . 0 2 0 . 0 1 0 0 0 5

B 3 0 2 0 . 0 0 4 0 . 0 6 0 . 0 5 0 0 2

C 3 5 5 0 . 0 1 0 . 2 0 . 2 0 0 7

表 1 1 4 昭和 5 6 年 3 月 2 4 日鳥取県告示第 285 号

ミ""""赴き趨き員区 域 臭気強度 (ppの
二 硫 化 メ チ ル アセ ト ア ルブ ヒ ド ス チ レ ン

規制地域全域 2 . 5 0 0 0 9 0 . 0 5 0 4

範

表 1 1 5 悪臭物質の臭気強度別濃度

臭 気

強 度

ア ン

モ ー ア

メ チ ノレ

メ ル カ

フ0 タ ン

硫 化

水 素

硫 化

メ チ ノレ

ト ノ メ チ

ノ レ ア ミ ン

二硫化

メ チ ノレ

アセ ト ア

ノ レブ ヒ ド
ス チ レ ン 備 考

2 0 0 5 0 0 0 0 5 0 0 0 6 0 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0 3 0 0 1 0 2

2 5 “14 0 0 0 2 0 0 2 0 0 1 0 0 0 5 0 0 0 9 0 0 5 0 4
総理府令に
よ る 下限

3 0 2 0 0 0 4 0 0 6 0 0 5 0 0 2 0 . 0 3 0 1 0 8

3 5 5 0 . 0 1 0 2 0 2 0 0 7 0 . 1 0 5 2
総理府令に
よ る上限

4 0 1 0 0 . 0 3 0 7 TII+ 0 2 0 3 1 4
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表 1 1 6 悪臭規制地域 ( 5 物質分 ア ン モー ア 、 メ チ ルメ ルカ ブタ ン 、 硫化水素 、 硫化メ チル、

ト J メ チルア ミ ン)

告 示 ･

施 行 年 月 日

規 制 地 域
告 示 ･

施 行 年 月 日

規 制 地 域

市町村名
地域内の区分

市町村名
地域内の区分

A B C A B C

告示

昭和 4 8 . 1 0 . 1 2

第 767 号

施行

昭和 4 8 . 1 0 . 1 2

( 4 市 9 町 1 村)

鳥 取 市 ○ ○
告示

昭和 4 9 . 7 . 2

第 571 号

施行

昭和 4 9 . 7 2

( 5 町)

八 東 町 ○

米 子 市 ○ ○ 気 高 町 ○ ○

倉 吉 市 ○ ○ 関 金 町 ○

境 港 市 ○ 東 伯 町 ○ ○

国 府 町 ○ ○ 名 和 町 ○

郡 家 町 ○
告示

昭和 5 6 . 3 . 2 4

第 283 号

施行

昭和 5 6 4 . 1

( 5 町 1 村)

岩 美 町 ○ ○ ○

鹿 野 町 ○ 船 岡 町 ○ ○ ○

青 谷 町 ○ 河 原 町 ○ ○

羽 合 町 ○ 伯 村 ○ ○

東 郷 町 ○ ○ 西 伯 町 ○ ○

三 朝 町 ○ 会 見 町 ○

赤 碕 町 ○
告示
昭和 5 9 . 4 . 2 7
第 359 号

施行
昭和 5 9 . 5 . 1

( 2 町 1 村)

用 瀬 町 ○

日 吉津村 ○ ○ 佐 冶 村 ○

淀 江 町 ○ 中 山 町 ○ ○

合 。十 4 市 2 1 町 3 村

表 1 1 7 悪臭規制地域 ( 3 物質分 二硫化メ チ ル、 ア セ ト ア ルデ ヒ ド 、 ス チ レ ン)

告示 ･ 施行年月 日 規 制 地 域 規 制 基 準

告示 昭和 5 6 3 2 4
第 285 号

施行 昭和 5 6 4 . 1

( 4 市 5 町 2 村)

鳥取市、 米子市、 倉吉市、 境港市、 岩美町、 船岡町

河原町 、 泊村、 西伯町、 会見町、 日 吉津村
臭気強度 2 5

告示 昭和 5 8 . 6 7
第 5 14 号

施行 昭和 5 8 6 1 4
( 1 4 町)

国府町 、 郡家町、 鹿野町、 青谷町、 羽合町、 東郷町 、

三朝町、 赤碕町 、 淀江町 、 八東町、 気高町 、 関金町 、

東伯町、 名和町

臭気強度 2 . 5

告示 昭和 5 9 . 4 2 7
第 359 号

施行 昭和 5 9 5 . 1
( 2 町 1 村)

用瀬町、 佐冶村、 中山町 臭気強度 2 . 5

(注) 規制区域を示す図面は 、 県庁環境保全果、 関係市役所及び町村役場公害担当課に備え置き 、 一般
の縦覧に供 してい る 。
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2 悪臭防止対策

悪臭規制地域内に おいて、 悪臭物質を排出 してい る 事業場に対する施長の改善指導、 悪臭物質の測

定等に関 しては、 市町村長に権限が委任 さ れてい る が 悪臭物質の捕集測定分析に ついては 、 現在の

と こ ろ市町村では測定体制の整備が困難な ため 、 県は測定、 分析等に関 し て積極的な援助を行 っ てい

る と こ ろであ る 。 し か し なが ら今後は 、 市町村に即応性のあ る 悪臭分析体制が確立 さ れる こ とが望ま

れる 。

現在、 法律で規制 さ れてい る 悪臭物質は 8 物質に限 られてい る が、 悪臭物質は他に も多 く 複合悪

臭もあ り 、 法規制 と悪臭被害の実態 と に差があ る こ と 、 更に技術的な面で悪臭物質を的確に把握 し難

い等の問題点があ る が、 地域住民か ら苦情のあ っ た も の に ついては 、 発生原因者に対 して施設、 作業

方法等の改善等必要な措置に よ っ て悪臭被害を防止す る よ う 指導 してい る 。

な お 、 すべての悪臭に対処す る ため環境庁は官能試験法 (三点比較式臭袋法) の採用を 目 冶体に対

し推進 してお り 、 機器測定法を補完 し悪臭評価に資す る こ と を要望 し 、 試験方法等 も提示 してい るが

規制方法や機器整備、 試験パネ ルの養成確保な ど今後の課題であ る o 館
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